
日光市立東原中学校ＰＴＡ会則

第１章 名称及び事務局

第 １条 この会は東原中学校ＰＴＡといい、事務局は東原中学校に置く。

第２章 目的及び活動

第 ２条 この会は父母と教職員が協力して、家庭、学校、社会における生徒の

幸福な成長を図るとともに、会員相互の教養を高めることを目的とする。

第 ３条 この会は前条の目的をとげるために、次の活動をする。

（１） よい父母、良い教職員となるように努める。

（２） 家庭と学校の緊密な連絡によって、生徒の生活指導に努める。

（３） 生徒の生活環境を良くするように努める。

（４） 生徒の学習環境を良くするように努める。

（５） 教育の振興に関する調査研究並びに資料の収集に努める。

（６） その他、本会の目的をとげるための活動に努める。

第３章 方 針

第 ４条 この会は教育を本趣とする民主的な団体として、次の方針に従って活

動する。

（１） 生徒や青少年の教育や福祉のために活動する。また、他の団体

や機関と協力する。

（２） 会員の総意に基づいて、父母と教職員が会員として、同等の立

場で運営される。

（３） 特定の政党や宗教にかたよる活動や、利益を目的とした行為を

行なわない。

（４） 学校の管理や教職員の人事には干渉しない。

第４章 会 員

第 ５条 この会の会員は本校に在籍する生徒の父母または、これにかかわる者

と教職員をもって構成し、会員は全て平等の権利と義務を有する。

第５章 役員とその任務

第 ６条 この会に次の役員を置く。

（１） 会 長 １名 （Ｐ会員）

（２） 副会長 ４名 （Ｐ会員３名・Ｔ会員１名）

（３） 事務局長 １名 （Ｔ会員１名）

（４） 書 記 ３名 （Ｐ会員２名・Ｔ会員１名）

（５） 会 計 ３名 （Ｐ会員２名・Ｔ会員１名）

第 ７条 役員は、役員選考委員会において選出し、総会の承認を得るものとす

る。

第 ８条 役員の任期は、１年とする。但し再任は妨げない。また、途中で就任

した役員の任期は、前任者の残任期間とする。

第 ９条 役員の職務は次の通りとする。

１．会 長

会長は本会を代表し、会務を総括し、会の運営にあたる。

２．副会長

副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。

３．事務局長

事務局長は、事務一般を処理する。



４．書 記

書記は、各種会議の議事並びに本会の活動に関する重要事項を記録

する。

記録文書、通信、その他書類を整理保管する。

５．会 計

（１） 会計は、総会で決定した予算に基づいて、一切の会計事務を処

理する。

（２） 年度末役員会において、会計報告をする。

（３） 定期総会において、会計監査委員の監査を経た決算を報告する

（４） 本会の財産を管理する。

（５） 予算の立案について協力する。

第１０条 この会に顧問を置くことができる。

顧問は、会長が委嘱し、この会の諮問に答える。

第６章 会計監査委員

第１１条 この会の経理を監査するために、２名の監査委員を置く。

第１２条 会計監査委員は、役員選考委員会において選考し、総会の承認を得る。

第１３条 会計監査委員は必要に応じ、臨時会計監査をすることができる。

第７章 会 議

第１４条 会議は、定期総会、臨時総会とし、その他の会議は別に定める。

第１５条 定期総会は、年１回開き決算報告及び事業報告、役員改選、予算、

事業計画、その他必要事項を議決する。

第１６条 臨時総会は、会長が必要と認め、会員の３分の１以上の要求があると

きに開く。但し、緊急を要するときは、運営委員会をもって代行するこ

とができる。

第１７条 総会の議長は、前第２学年委員長と前第１学年委員長の２名の方を議

長団とする。

第１８条 総会の議事は、出席者の過半数で決める。別に定足数は設けない。

第８章 役員の選考

第１９条 役員を選出するときは、役員選考委員会を置く。

第２０条 役員選考委員会の委員の数と選出方法は、細則で決める。

第２１条 役員選考委員はその任務を終了したときに解任される。

第９章 運営委員会

第２２条 運営委員会は、役員、常置委員長、学年委員長、支部委員長によって

構成される。

第２３条 運営委員会の任務は次のとおりとする。

（１） 常置委員会、学年委員会、支部委員会において、立案された事業

計画を検討する。

（２） 総会に提出する報告書、議題を審議する。

（３） 総会において決議された事務を処理する。

（４） その他、必要とする事項を決議する。

第１０章 常置委員会及び臨時委員会

第２４条 この会の活動に必要な事項について、調査、研究、立案、実施するた

め常置委員会を置く。常置委員会について必要な事項は、細則で決める。

第２５条 特別な事項について必要がある時は、臨時委員会を設けることができ

る。臨時委員会について必要な事項は、細則で決める。



第１１章 学年委員会

第２６条 学年委員会は、学年ごとに組織し、本会の趣旨に反しないかぎり学年

や学級の独自な活動ができる。学年や学級の活動について必要な事項は

細則で決める。

第１２章 支部委員会

第２７条 支部委員会は、支部ごとに組織する。支部委員会の活動について必要

事項は細則で決める。

第１３章 経 理

第２８条 この会の活動に要する経費は、会費、寄付金及びその他の収入をもっ

てあてる。

第２９条 この会の経費は、総会において議決された予算に基づいて運用される。

第３０条 この会の決算は、会計監査を経て総会に報告され、承認を得なければ

ならない。

第３１条 この会の会費は月額５００円とする。

第３２条 この会の会計年度は４月１日から始まり翌年３月３１日に終わる。

第１４章 改 正

第３３条 この会則は、総会において、３分の２以上の賛成がなければ改正する

ことができない。但し、改正案は前もって全会員に知らせなければなら

ない。

第１５章 付 則

第３４条 この会則において、役員等の任期１年とは、定期総会から次の定期総

会までの期間をいう。

第３５条 この会の運営に関して必要な細則は、この規約に反しないかぎり、役

員の議決で定める。細則を設定または改廃した場合には、その結果を次

期総会に報告しなければならない。

第３６条 この会則は、昭和５８年５月２７日 決定

この会則は、昭和５９年４月１７日 一部改正

この会則は、平成 ８年４月２６日 一部改正

この会則は、平成１４年４月２６日 一部改正

この会則は、平成１６年４月２８日 一部改正

この会則は、平成１８年４月２６日 一部改正

細 則

第１章 役員・会計監査・並びに役員選考委員の選出・就任

第 １条 役員、会計監査委員の選出及び就任は、次のとおりとする。

（１） 役員選考委員は、下記により構成する。

① 各学年の会員から１名ずつ。

② 教職員の会員から１名。

③ 常置委員長から３名。

④ 支部長から２名。

⑤ 本部役員から１名。

（２） 役員の選考委員は、学校から新１年生の父母の名簿の提出を受け、

選考の資料とする。

（３） 選考の結果、その氏名を発表する前に本人の同意を得なければな

らない。



第２章 常置委員会及び臨時委員会

第 ２条 常置委員会として次の委員会を置く。

（１） 研修委員会

（２） 厚生委員会

（３） 交通指導委員会

（４） 校外指導委員会

（５） 広報委員会

第 ３条 臨時委員会は、その任務が終了したときに解散する。

第 ４条 常置委員会の委員の任期は１年とする。但し再任は妨げない。

第 ５条 各常置委員会の委員及び臨時委員会の委員は、会長が委嘱し、委員

長は委員の互選とする。

第 ６条 常置委員会の委員長の任期は、１年とする。但し再任は妨げない。

委員長は、その委員会を代表し、それに属する事務を管理する。

第 ７条 常置委員会及び臨時委員会は、会長の承認を得て必要に応じ又は、

会長の要請のあった時に開催する。

第 ８条 各常置委員会の所管事項は、別表のとおりとする。

第３章 学年委員会

第 ９条 この会に下記の学年委員会をおき、会の目的に反しないかぎり独自の

活動をする。

第１学年委員会 第２学年委員会 第３学年委員会

第１０条 学年委員会は、各学級ごとに４名選出して構成する。

第１１条 委員の任期は１年とする。但し再任は妨げない。

第１２条 委員長の選出は、委員の互選による。

第１３条 学年会は、会長の承認を得て必要に応じ、または、会長の要請があっ

た時に開催する。

第１４条 学年委員会の所管事項は、別表のとおりとする。

第４章 支部委員会

第１５条 この会に下記の支部委員会を置く。

小倉町５丁目支部・平町支部・原町支部・平ヶ崎支部・中平町支部

緑町支部・千本木支部・吉沢支部・室瀬支部・土沢支部

第１６条 支部委員は、支部長、副支部長があたり、地区会員の互選による。

第１７条 支部委員の任期は１年とする。但し再任は妨げない。

第１８条 支部委員会は、会長の承認を得て必要に応じ、又は、会長の要請があ

ったとき開催する。

第１９条 支部委員会の所管事項は、別表のとおりとする。

第５章 緑化委員会

第２０条 この会は校内の環境緑化を推進するために設ける。

会の構成は次のとおりとする。

本部役員・支部長・厚生委員長・厚生副委員長

第２１条 この会は、任務が終了したとき解散する。

付 則 この細則は、昭和５８年５月２７日から実施する。

付 則 この細則は、昭和６２年５月１日から実施する。



（別 表）常置委員会の所管事項

１．研修委員会

（１） 会員研修の計画、実施に関すること。

（２） 会員の教養向上に必要と思われる事項。

２．厚生委員会

（１） 会員及び、生徒の福利厚生に関すること。

（２） 会員のスポーツ、レクリエーション等に関すること。

３．交通指導委員会

（１） 生徒の交通安全指導に関すること。

（２） 交通安全思想の普及に関すること及び、関係機関団体との連携。

４．校外指導委員会

（１） 生徒の校外における生活指導に関すること。

（２） 非行、危険等の防止に関すること及び、関係機関団体との連携。

（３） 地域の教育環境の改善に関すること。

５．広報委員会

（１） 広報紙の編集、発行に関すること。

（２） 地域社会、関係機関団体の情報の収集及び、交換に関すること。

（別 表）学年委員会の所管事項

１． 学級や学年の問題点に関すること。

２． 常置委員会、支部委員会の機能を補完し、拡充する。

３． 家庭における教育に関すること。

（別 表）支部委員会の所管事項

１． 支部における問題に関すること。

２． 本会の運営に関する情報等の伝達及び、各支部の情報の収集、報告等に関

すること。

３． 常置委員会、学年委員会の機能を補完し、拡充する。


